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    ＊注意＊


この文章は、不倫、殺人、自傷行為、違法薬物、などを誘発、勧誘するものではありません。


 






the cruelest lies are often told in silence.


.....いちばん残酷なウソは、しばしば沈黙という形をとる...........










血、血、血、血、、、、、、、、、、、、、


私の目の前に、、、そう、すぐそばに、、、、、、ある






 


その真っ赤な血は、長い間頭の中に残りつづけていたが


焦点を失い、どことも見てない目で私に笑いかけた不自然なエガオで


現実へ引き戻された。


 


『望愛のあ.........ノア、あんた...』






いまだ不自然なエガオを張り付けているノアの白く細い手首にタオルを巻きつけた。






「ははは、なんだー。希子きこ、びっくりしっちゃったー？－」


『ノア....あんた....リスカなんてどうしたの』






今日は、ずっとバイトを休み続けていたノアのうちにきた。


ノアは、私と一緒にバーのバイトをしてる。


白い肌、誰の目もひきつけてしまうぼどの美貌


隣に歩いている私が恥ずかしくなる細い体


全く私とは、違う容姿をもっていた。


 


そんな彼女は、バーでは話題のひとであったが


自由なひとで休むことはしばしばあった。


自由気ままでうらやむうつくしさをもつノアは、あこがれだった。


 


 


『酔ってしたの？なんでどうして？』


血が止まり、まるで何事もなかったようにお酒を飲みはじめたノア


「誰にも言はないでよ。ばれるとメンドクサイし。」


いままで打って変わって冷静になっていた。


 


『理由は何？なんか辛いことでもあった？』


『バーで辛いことでも？だから、ずっと来、』


「はぁーうるさい。もう大丈夫だって。ね、早く帰って。」


『なんにも大丈夫じゃないでしょ。なんで、なんで！』


 


 


そのあともノアは、話さなかった。
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